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本論文は、本文、Notes、Works Cited を含め、173 頁からなる。本論文の構成
は、以下のとおりである。 
 
Introduction: The Generation Who Were Too Young to Fight 
 
Chapter 1: Manliness in Writings of the Modernists after the First World War 
 
Chapter 2: The Psychic Prison of Manliness: A Reflexive Gaze into the Male 
Subjectivity in Decline and Fall 
 
Chapter 3:  “Just You Look at Yourselves”: Relativisation of the Authentic Image of 
Masculinity in Vile Bodies 
 
Chapter 4: Funeral Rites for an Explorer: The End of Imperial Masculinity in A 
Handful of Dust 
 
Chapter 5: “Contra Mundum” Again: The Anti-Masculine Narration of Brideshead 
Revisited  
 


















 第 1 章では、戦間期における「男らしさ」という規範概念の普及と影響力
を確認するためにセクシュアリティとジェンダーの問題に特に強い関心を払
















 第 2 章ではウォーの第一作 Decline and Fall に焦点を当て、作中で登場する
「牢獄」という装置が、内面化された規範的「男らしさ」による精神的な牢
獄となっていることを論じる。主人公 Paul Pennyfeather の冒険が、「男らしさ」
の獲得を推奨した少年向け文学が再生産してきた冒険物語のアンチテーゼと
するなら、ポールの人物造形は「男らしさ」の文脈から検討されねばならな




デオロギーの声を聞く。ウォーは Decline and Fall において、規範が内面化さ
れ、男性主体を抑圧するに至る精神的プロセスを描き出している。 
 第 3 章では、第二作 Vile Bodies を取り上げる。この作品には着目すべきふ
たつの挿話がある。ひとつは Mrs Ape がパーティーにて“Just you look at 
yourselves”の一言によって、気まずい瞬間を作り出すシーンである。もうひと
















Guiana へと向かい、そこで死ぬことを考慮するなら、ウォーが A Handful of 
Dust で諷刺の対象とするのは帝国主義を支えた規範的「男らしさ」であるこ
とがわかる。したがって、「冒険家」トニーを追悼して建てられた記念碑は、
帝国主義的男性性の死の象徴であり、A Handful of Dust が象徴的に実践するの
は、帝国主義的男性性の埋葬であると捉えることができる。 
 第 5 章で焦点を当てるのはウォーの代表作 Brideshead Revisited である。こ
の作品の読解に不可欠となる二つの場面において、焦点が当てられるのはい
ずれも戦間期のおける「男らしさ」の問題である。ひとつは、Brideshead 


























とになる。                                                        
                                                                 







家である Evelyn Waugh をとりあげ、主にその 30 年代の小説を対象に、大戦間の
外部状況との関連を重視し、従来とは異なる読解の可能性を論証すると同時に、
文化的社会的状況を説明する視座を得ようとする試みである。具体的には、第





 序章においては、先行するジェンダー研究の成果を踏まえ、大戦間が 19 世紀
的男性性にとって重大な時期であったことが示されている。さらに、Aldous 




し、モダニズムを代表する作家とされ、別の問題圏で研究されることが多い D. H. 




 第２章及び第３章においては、ウォーの第一と第二の小説である Decline and 




存在を例証した後、第２章においては Decline and Fall の牢獄の挿話に、規範が
内面化され、その内面化された規範が抑圧的に作用するプロセスを認識する主
人公を認め、また第３章においては Vile Bodies の最終章の戦場の挿話に男性性
規範の相対化と、相変わらず英雄像を掲げて次なる大戦に向おうとする世界へ
の警告を認めている。 




















論点を導入し、Decline and Fall から Brideshead Revisited に至るまで一貫した詳
細な読みを実践し、その有効性を論証したことがあげられる。 
 イーヴリン・ウォーの研究は、第二次世界大戦後の作品が、盟友のグレアム・
グリーンともども、カトリックとの関連などから研究される一方、30 年代の初
期作品は、主に諷刺的喜劇小説として論じられることが多かった。ここに双方
に通じる論点が示されたことで、イーヴリン・ウォー研究が活性化されること
が期待される。 
第二に、「男性性」の主題の下、ウォーを中心として、同時代の他の作家を結
び合わせたことにより、大戦間の歴史主義的研究や文化研究に新たな広がりの
可能性を示したことがある。 
20 世紀前半を対象とするイギリス文学研究は、1920 年代のモダニズムを中心
に起こり、これまで発展して来た。それに比べると 1930 年代あるいは大戦間の
文学研究は、まだその端緒についたに過ぎない。ここにイーヴリン・ウォーを
中心とし、30 年代の作家に共通する主題が呈示されたことで、大戦間に関する
文学研究の発展に寄与することが期待される。 
 以上の点から、本博士論文は、今後のイーヴリン・ウォー研究のみならず、
戦間期の文学・文化研究やジェンダー研究に寄与し得る優れた論文であると言
える。だが一方で、以下に述べる問題点も存在する。 
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 男性性の主題に特化して立論したため、そうせずには明らかにできない問題
が論証された反面、論じ切れない問題が現れてしまったこと。 
 同様に、ウォーの四作品や他の作家、作品を多く扱いながら、その論証がい
くぶん単調にならざるを得なかったこと。 
 しかし、以上の問題点は今後の研究課題として残されるものの、上述した評
価を損なうものではない。特に、本論文で扱われた主題は、日本におけるイー
ヴリン・ウォー研究に一石を投じるものであり、この点は高く評価されるべき
と考えられる。 
 
 以上の理由から、本審査委員会は、本論文を学位に相当する研究として判断
するものである。 
 
 
